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T.  大正新修大蔵経





A タボ（Tabo）寺写本  No. ₁．₄．₁₅．₁（Running No. ₂₆）; Ke ₃₂, ₄₅, ₄₇, 
₅₀‒₅₁, ₅₃, ₆₁, ₆₁‒₇₅, ₇₇‒₇₉b₂.
B ベルリン写本 No. ₂₂₄: mdo sde, Tsha ₂₇₅b₅‒₃₄₃a₂.
Ba バスゴ（Basgo）写本  No. ₄₉．₂: mdo, Nga ₇₆a₂‒₁₆₀b₄.
Bth バタン（Bathang）写本 No. ₅₇: Pa ₁₅₀a₆‒₁₉₉b₁.
D デルゲ版  No. ₂₁₆: mdo sde, Tsha ₂₁₁b₂‒₂₆₈b₇.
G ゴーンドラ（Gondhla）写本 No. ₂₆、₀₁: Ka₁b‒₅₁a₅.
He ヘーミス（Hemis）写本（Ⅰ）  No. ₄₈．₁: mdo, Nga ₁₃₃‒₁₅₇a₆.（第Ⅹ章の途中よ
り）
Hi ヘーミス（Hemis）写本（Ⅱ）  mdo, Nga ₇₇‒₈₁, ₉₁‒₉₂, ₉₅, ₁₀₀, ₁₁₄‒₁₁₈, 
₁₄₈‒₁₅₂a₁.
J ジャンサタン（リタン）版  No. ₁₅₉: mdo sde, Tsha ₂₃₄b₂‒₂₉₅a₆.
L ロンドン写本 No. ₁₆₆: mdo sde, Za ₂₇₃a₇‒₃₅₄a₆.
N ナルタン版 No. ₂₀₁: mdo sde, Ma ₃₃₉a₄‒₄₂₇b₆.
P 大谷北京版 No. ₈₈₂: mdo sna tshogs, Tsu ₂₂₀a₅‒₂₈₁a₅.
Ph プクタク（Phug brag）写本  No. ₂₈₉: mdo sde, Ke ₁b₁‒₈₅b₃.
S トク宮（Stog Palace）写本  No. ₂₂₃: mdo sde, Za ₂₆₆b₇‒₃₅₁a₇.
T 東京写本 No. ₂₂₃: mdo sde, Za ₂₄₇a₈‒₃₂₁a₈.
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─  [₂₀₁₆] “Highly Effective Practices in the Ｓａʰā World: Similar Accounts Found 
in Four “Manjuśrī Sutras” and Other Mahāyāna Sutras,” Ｊｏｕｒｎａˡ　ｏｆ　ɪｎｄｉａｎ　ａｎｄ　
ʙｕｄｄʰｉｓｔ　Ｓｔｕｄｉｅｓ, ₆₄‒₃, pp. ₁₁₇₁‒₁₁₇₇.
─  ［₂₀₁₇］「蔵訳『阿闍世王経』第Ⅱ章訳注研究」『大谷大学真宗総合研究所研究
紀要』第₃₄号、pp. ₇₇‒₉₇。




















































































８ ⅿｔʰｏｎɡ　ｎａ　ｄɡａ’　ｂａ: *Priyadarśana. 【讖】「非陀遮」「焰明菩薩」（*Prabhā）【護】
「喜（敬）見菩薩」【天】「愛見菩薩」*Priyadarśana は菩薩名に限らず、仏典では比較
的広く見られる固有名のようである。BHSD ｓ．ｖ. 参照。菩薩として登場する用例には、
〈文殊師利仏土荘厳経〉（T. Nos. ₃₁₀(₁₅), ₃₁₈, ₃₁₉；D No. ₅₉）〈思益梵天所問経〉（T. 







₁₀ ｙｉｄ　ｄｕ　ⅿｉ　’ｏｎɡ　ｂａ: *amanojñāna.（MVy ₄₄₇参照）
₁₁ ɡｒａɡｓ　ｐａｒ　ⅿｉ　’ɡｙｕｒ.  ｒｎａ　ˡａⅿ　ｄｕ　ɡｒａɡ　ｐａｒ　ⅿｉ　’ɡｙｕｒ: *na śravaṇapatha āgamiṣyati
（MVy ₆₄₅₉）を参照して、「耳（聴覚）に」という言葉を補う。
₁₂ ｙｉｄ　ｄɡａ’　ｂａ　ｄａｎɡ　/　ⅿｉ　ｄɡａ’　ｂａ: 前半の ｙｉｄ　ｄɡａ’　ｂａ は MVy ₆₂₀₆より *sumanaと推






























₁₃ ｒａｂ　ｔｕ　ｄɡａ’　ｂａ’ｉ　ｒɡｙａˡ　ｐｏ: *Prāmodyarāja. 【讖】「波貿耆羅耶」「可意王菩薩」【護】









































































₁₉ ⅿｔʰａ’　ｙａｓ　ｄⅿｉɡｓ　ｐａｒ　ɡｎａｓ　ｐａ: *Anantārambaṇavihāra. 【讖】「阿難陀阿藍惟訶羅」
「作無底行菩薩」【護】「遊無際法行菩薩」【天】「無邊作行菩薩摩訶薩」　　この固有名
については他例未詳。
₂₀ ｂｄｕｄ　ｋｙｉ　ˡｔａ　ｂａ　ｙａｎɡ　ｄａɡ　ｐａｒ　’ʲｏⅿｓ　ｐａ: *Māradṛṣṭisamudgata. 【讖】「摩抵咤沙牟
迦抵陀」「説息愛意菩薩」【護】「超魔見菩薩」【天】「破諸魔菩薩摩訶薩」　　この固有
名については他例未詳。
₂₁ ⅿｙａ　ｎɡａｎ　ⅿｅｄ　ｓｂｙｉｎ: *Aśokadatta. 【讖】「阿喩達」「所起即悔菩薩」【護】「無憂施
菩薩」【天】「無憂授菩薩摩訶薩」　*Aśokadatta については、〈無憂施菩薩授記経〉


























 では *Aśokadatta は阿闍世の娘という設定である。
₂₂ ｄｏｎ　ｔʰａⅿｓ　ｃａｄ　ɡｒｕｂ　ｐａ: *Sarvārthasiddha. 【讖】「薩ε頞悉」「得一切願菩薩」【護】




₂₃ ｓｋｙｅｓ　ｂｕ　ɡａｎɡ　ｚａɡ: この蔵訳語の原語は *puruṣapudgalaと想定される。ここでは同
義語が重複して用いられたものとみて、単に「人」と訳出する。
₂₄ ｋｕｎ　ｎａｓ　ⅿｅ　ｔｏɡ: *Samantakusama. 【讖】「沙摩陀鳩遬摩」「普等華天子」【護】「普
花天子」【天】「普開華天子」　*Samantakusuma は ʟａˡｉｔａｖｉｓｔａｒａ でも「天子（デーヴ
ァ プ ト ラ）」と し て 登 場 す る。BHSD ₅₆₂a 参 照。一 方、〈思 益 梵 天 所 問 経〉




























₂₅ ｐａ　 ｒｉ　 ｙａ　 ｔｒａ　ｋａ　ｋｏ　ｂｉ　ｄａ　 ｒａ: *pāriyātraka-kovidāra. 【讖】「拘耆樹」（*kovidāra）
【護】「晝度之樹」（*pāriyātraka / pārijātaka；Cf. 辛嶋［₁₉₉₈：₁₈₃］）【天】（具体的な
樹の名は挙げない）
 　pāriyātraka と kovidāra はともに天界の樹として、仏典ではしばしば並んであげら






















した「光と闇」を用いた比喩が Ｋāśｙａｐａｐａｒｉｖａｒｔａ や Ｖｉⅿａˡａｋīｒｔｉｎｉｒｄｅśａ にも見られ
るが、ここでは本節同様、菩薩の利他の面を説く、VkN Ch. XI §₃ での用例を掲げ
る。
 　　 Vimalakīrtir āha: tat kiṃ manyase bhadanta Śāriputra api nu sūryaraśmayo 
’ndhakāreṇa sārdhaṃ ramante / āha: no hīdaṃ kulaputra, na tayor yogo ’sti / 
sahodgate hi sūryamaṇḍale sarvaṃ tamo ’payānti / āha: kiṃ kāraṇaṃ punaḥ 
sūryo jambūdvīpa udayate / āha: yāvad evāvabhāsa-karaṇāya tamo’paghātāya 
ca / āha: evam eva Śāriputra saṃcintya bodhisatvā apariśuddheṣu 
buddhakṣetreṣūpapadyante satvānāṃ pariśodhanāya / na ca kleśaiḥ sārdhaṃ 









 　上掲のように、VkN Ch. XI では「太陽＝菩薩」「暗闇＝〔衆生の〕煩悩」という対
応になっているが、VkN では「智慧」には触れられておらず、菩薩が「太陽」に比せ
られている。
₂₉ ⅿｅ　ｔｏɡ　ⅿａｎ　ｄ’ａ　ｒａ　ｂａ’ｉ　ｄｒｉ: *Mandāravakusumagandha. 【讖】「漫那羅揵陀」「天香
華天子」【護】「美香天子」「心華香天子」【天】「曼陀羅華香天子」　この固有名につい

























₃₀ ⅿｅ　ｔｏɡ　ⅿａｎ　ｄａ’　ｒａｂ　ｂａ: *mandāravapuṣpa. 【讖】「漫陀羅華」【護】「心華之樹」【天】
「曼陀羅華」







₃₃ ｃʰｏｓ　ˡａ　ɡｎａｓ　ｐａｒ　ｒｔａɡ　ｔｕ　ｂｒｔｓｏｎ　ｐａ: *Sadodyuktadharmavihāra. 【讖】「沙訶漚術曇
惟訶」「信法行得天子」【護】「常進法行天子」【天】「精進法行天子」　この固有名につ
いては他例未詳。



































₃₅ ｔｓʰａｎɡｓ　ｐａ’ｉ　ɡｎａｓ: *brahmavihāra（LCTSD ₁₉₂₆）
₃₆ 「四摂事」（*catvāri saṃgrahavastūni）は、MVy ₉₂₄‒₉₂₈によれば、(a) dāna: ｓｂｙｉｎ　
ｐａ「布施」(b) priyavādita: ｓｎｙａｎ　ｐａｒ　ｓⅿｒａ　ｂａ「愛語」(c) arthacaryā: ｄｏｎ　ｓｐｙｏｄ　ｐａ
「利行」(d) samānārthatā: ｄｏｎ　’ｔｓʰｕｎ　ｐａ’ｏ「同事」とされるけれども、本経のこの
箇所ではそれぞれ (a) ｓｂｙｉｎ　ｐａ, (b) ｔｓʰｉɡ　’ʲａⅿ　ｐｏ, (c) ｄｏｎ　ｓｐｙａｄ　ｐａ, (d) ｄｏｎ　ⅿｔｓʰａｎɡｓ　
ｐａｒ　ｂｙａ　ｂａ とされ、MVy に採録されているものとはやや異なる。
₃₇ ｒｎａⅿ　ｐａｒ　ｔʰａｒ　ｐａ　ｓɡｏ　ɡｓｕⅿ: *trivimokṣamukha (MVy ₁₅₄₁)　通常「三解脱門」
は śūnya（空）、animitta（無相）、apraṇihita（無願）の３種をいう。
₃₈ 定方［₁₉₈₉：₂₈］「第４節　文殊師利が仏の知恵を論じる」






































































































₄₁ 蔵訳ではここで ｓⅿｒａｓ　ｐａ として、発話内容も丁寧表現が用いられ、文殊とは別人
の発言であるが、誰が発話したのか特に明示されていないけれども、会衆の一人が発
言した推測できるのでそのように補う。一方、漢訳諸本では蔵訳のようにするものは
なく、いずれの漢訳でも文殊による発言が続く形式となっている。
₄₂ 蔵訳と同様にこの箇所で「凡夫地
0
」とするのは【護】のみであり、【讖】では「一切
人法」、【天】では「凡夫法」とする。なお、【護】では、他本の後続箇所で「仏法」と
なっている対応箇所でも「仏地
0
」とする。
₄₃ 【護】では、この部分で「無我、無寿、無命、無人」とする。この身体に関する一段
の説明では【護】に見えるものがもっと詳細であるが、他本には対応がみえないよう
な説明が付加されているようである。
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₁₆
₄₀
₉a
₁₈
₄₃
₁a
₂₄
(₄
₇a
₁)
₂₈
₅a
₈
₈₆
b₂
₅₆
b₇
₂₁
₈b
₄
(₇
a₄
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—
₂₄
₂a
₂
₂₈
₃a
₃
₃₅
₀a
₅
₂₂
₈a
₇
₁₆
a₈
₂₇
₆b
₆
₂₅
₇a
₄
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₇a
₄
§
₃₅
₃₉
₁b
₅
₄₀
₉b
₁₄
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₁b
₇
₄₇
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₂₈
₆a
₅
₈₇
b₂
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a₉
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₉a
₆
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₁₀
—
₂₄
₂b
₄
₂₈
₄a
₂
₃₅
₁a
₅
₂₂
₉a
₁
₁₇
a₇
₂₇
₇b
₄
₂₅
₈a
₂
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₇b
₈
§
₃₆
₃₉
₁b
₁₅
‒
₂₆
₄₀
₉b
₂₄
‒
c₁
₀
₄₃
₁b
₂₃
‒
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₄₇
a₉
‒
b₃
₂₈
₆b
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₇a
₄
₈₈
a₃
‒
b₃
₅₇
b₅
‒
₅₈
a₁
₂₁
₉b
₅‒
₂₂
₀a
₃
₇b
₇
—
₂₄
₃a
₄‒
b₁
₂₈
₄b
₂‒
₂₈
₅a
₂
₃₅
₁b
₇‒
₃₅
₂b
₁
₂₂
₉a
₈‒
b₇
₁₈
a₂
‒
b₂
₂₇
₈a
₅‒
b₄
₂₅
₈b
₂‒
₂₅
₉a
₂
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₈b
₁‒
₂₄
₉a
₁
